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再生紙を使用しています。

議会を見に来ませんか

　

五
月
の
空
に
元
気
に
お
よ
ぐ
鯉
の

ぼ
り
、
ま
さ
し
く
大
き
な
滝
を
の
ぼ

り
ゆ
く
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
嘉

島
町
の
将
来
を
担
う
で
あ
ろ
う
こ
ど

も
さ
ん
達
が
鯉
に
負
け
じ
と
元
気
よ

く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
一

人
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
津
出
）

　

嘉
島
町
は
宝
の
山
『
何
で
も
あ
る

地
域
』
だ
。
お
金
で
買
え
な
い
お
い

し
い
地
下
水
や
自
然
、
人
情
味
あ
ふ

れ
る
嘉
島
の
人
た
ち
。
そ
れ
を
ど
う

生
か
す
か
は
私
達
の
知
恵
と
手
腕
次

第
で
も
あ
る
。
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ

と
光
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
）

　

議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
町
民
の
方

が
、
増
え
て
き
ま
し
た
。
毎
回
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
町
の
方
針

動
き
が
よ
く
解
る
と
思
い
ま
す
。
傍

聴
者
の
方
々
の
お
顔
を
拝
見
し
質
問

に
も
力
が
入
り
ま
す
。　
　
（
河
原
）

　

今
年
は
気
温
の
寒
暖
差
が
激
し
い

よ
う
で
す
。
健
康
管
理
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
鍋
田
）

　

最
近
、
近
所
で
子
供
の
声
が
よ
く

聞
こ
え
て
喜
ば
し
い
な
〜
っ
て
感
じ

て
い
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て

欲
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
（
宮
本
）
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発
行
責
任
者
／
議
長　

木
田　

勝

傍聴席

自
主
的
な
住
民
参
加
の

行
政
啓
発
の
一
端
に

渕
上　

昭
六
（
西
村
）

「
声
」

　

個
人
的
に
も
議
会
だ
よ
り
の
発
刊
に
よ

る
、活
性
化
を
期
待
し
て
い
る
住
民
の
一
人
で

す
。先
月
の
熊
日
新
聞
記
事
に
、『
住
民
票
や

戸
籍
の
不
正
取
得
が
全
国
的
に
後
を
絶
た
な

い
中
、先
行
す
る
大
分
市
の
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
本
を
弁
護
士
な
ど
本
人
以
外
の

第
三
者
に
交
付
し
た
市
町
村
が
、本
人
に
交

付
の
事
実
を
通
知
す
る「
本
人
通
知
制
度
」

が
個
人
情
報
悪
用
の
抑
止
力
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。県
内
で
も
12
年
、司
法
書
士
が

「
不
動
産
登
記
の
た
め
」と
偽
り
、戸
籍
謄
本

や
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
不
正
に
大
量
取
得

し
、民
間
調
査
会
社
に
１
件
１
万
円
で
渡
し

た
と
し
て
、業
務
停
止
２
年
間
の
懲
戒
処
分

を
受
け
た
。』こ
と
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。今

月
、高
森
町
が
県
内
で
初
導
入
す
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
生
命
、

財
産
、人
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
な
い
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
。町
民
全
員

に
関
わ
る
問
題
や
百
年
の
大
計
と
言
わ
れ
る

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、特
に
常
任
委
員
会

等
で
調
査
研
究
し
て
頂
き
、活
発
な
論
議
を

期
待
し
て
い
ま
す
。ま
た
、論
議
の
場
は
原
則

公
開
し
広
く
傍
聴
を
求
め
、そ
れ
が
町
民
の

「
声
」と
し
て
反
映
さ
れ
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

好
景
気
の
兆
し
す
ら
実
感
し
な
い
庶
民
の

生
活
に
は
、高
負
担
、増
税
だ
け
が
肌
身
に
実

感
し
ま
す
。殊
更
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、町
財

政
の
予
算
の
殆
ど
が
町
民
一
人
ひ
と
り
の
担

税
能
力
に
応
じ
て
徴
収
さ
れ
る「
浄
財
」其
の

物
で
あ
り
、ガ
ラ
ス
張
り
で
有
効
活
用
を
願

う
者
の
一
人
で
す
。

次の定例議会は、6月に開催予定です。

・傍聴人受付簿に傍聴年月日、住所、氏名年齢を記入するだけです。
・議会当日又は事前に申し込むこともできます。
・傍聴できる定員は16名です。
その他、議会に関することは議会事務局へお尋ねください。　☎096-237-1111（代表）

議会開催場所は、嘉島町役場3階議場です。

傍聴要項
3月定例会

こ
と
さ
ら

そ

て民回のすし
質
問

河
原
）

て
頑
張

て
頑
張

（
岡
）

民
の
方

回
ご
案

の
方
針

す
。
傍

し
質
問

10



平成26年度一般会計当初予算

議案審議　可決された議案

平成26年度予算状況（一般会計・特別会計）

歳入歳出それぞれ

35億8294万2千円
文化施設建設事業等により前年度に比べ12億4740万2千円の減

で、その軸となる町税は、固定資産税等の増に伴い前年度比2.6％

増の14億6762万を見込み額として計上。

○嘉島町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定
について

　・国において給料月額の経過措置が廃止されたことにより、嘉島町も国に準じ改正。

○嘉島町特別会計条例の一部を改正する条例の制定について
・東部台地開発に伴う土地区画整理事業において、簡
易水道事業特別会計簡易水道事業を追加。

○嘉島町社会教育委員条例の制定について
・法律の一部改正に伴い、委員の委嘱基準、委員定
数を12名、任期を2年と定めること。

○嘉島町総合運動公園多目的競技場の設置及
び管理に関する条例の制定について
・嘉島町総合運動公園多目的競技場の完成に伴い、
使用にあたっての許可や使用料を定めること。

○嘉島町ひとり親家庭医療助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・法改正に伴い、医療助成の定義の文中に「養父母を含む」の文言を追加。

○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
　・消費税法の引き上げに伴い、下水道使用料の額を改定。

○嘉島町町道の路線廃止について
　・上島地区2号線及び測道西線の2路線で、道路改良より町道延長のための一旦廃止。

○嘉島町町道の路線認定について
・一旦廃止した上島地区2号線及び測道西線を改良延長したための認定、総合運動公園線及び三郎無田地区農
道を新たに認定。

○熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更について
・高遊原南消防署が熊本県市町村総合事務組合から脱退するため、組合を組織する地方公共団体及び組合の共
同処理する事務から削除。

○平成25年度 嘉島町一般会計補正予算（第6号）
・既定の予算から1,616万円を減額し、歳入歳出総額を50億5,551万円としたもの。

○平成25年度嘉島町一般会計補正予算（第7号）
・上水道整備事業3,273万7千円を繰越明許費に追加。

○平成25年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
・既定の予算から357万6千円を減額し、歳入歳出総額を10億9,574万円としたもの。

○平成25年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第4号）
・既定の予算から651万円を減額し、歳入歳出総額を7億160万5千円としたもの。

○平成25年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第4号）
・既定の予算から651万円を減額し、歳入歳出総額を7億160万5千円としたもの。

○平成25年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
・既定の予算から467万8千円を減額し、歳入歳出総額を1億250万3千円としたもの。

○平成26年度 嘉島町一般会計予算
・歳入歳出それぞれ35億8,294万2千円、前年度に比べ12億4,740万2千円（25.8％）の減。

○平成26年度 嘉島町国民健康保険特別会計予算
・歳入歳出それぞれ10億6,950万5千円、前年度に比べ199万2千円（25.8％）の減。

○平成26年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計予算
・歳入歳出それぞれ35万1千円、前年度に比べ2万円（5.4％）の減。

○平成26年度 嘉島町介護保険特別会計予算
・歳入歳出それぞれ6億7,493万2千円、前年度に比べ42万4千
円（0.1％）の減。

○平成26年度 嘉島町公共下水道事業特別会計予算
・歳入歳出それぞれ2億9,754万3千円、前年度に比べ2億
9,754万3千円（34.8％）の減。

○平成26年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計予算
・歳入歳出それぞれ1億576万円、前年度に比べ51万4千円
（0.5％）の増。

○平成26年度 嘉島町簡易水道事業特別会計予算
・今年度新たに設けた特会計であり、歳入歳出それぞれ7,888万9千円を計上。

国民健康保険

特 

別 

会 

計

住宅資金貸付等

介護保健

公共下水道事業

簡易水道事業

後期高齢者医療

一般会計

会計名

単位：千円

※簡易水道事業は今年度から新たに設けた特別会計で、東部台地区画整理事業区域
等において上水道を整備するものです。
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平成26年　第１回

3月定例会
3月7日～3月11日

　条例改正、議決事件、

補正予算及び26年度当

初予算など22議案が提

案され原案どおり可決し

ました。

嘉島町総合運動公園多目的競技場

簡易水道水源地　さく井現場：井寺区内
こと。

2

別会計予算
歳出そ 千

計予算
それぞれ7,888万9

3
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平成26年度一般会計当初予算

議案審議　可決された議案

平成26年度予算状況（一般会計・特別会計）

歳入歳出それぞれ

35億8294万2千円
文化施設建設事業等により前年度に比べ12億4740万2千円の減

で、その軸となる町税は、固定資産税等の増に伴い前年度比2.6％

増の14億6762万を見込み額として計上。

○嘉島町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定
について

　・国において給料月額の経過措置が廃止されたことにより、嘉島町も国に準じ改正。

○嘉島町特別会計条例の一部を改正する条例の制定について
・東部台地開発に伴う土地区画整理事業において、簡
易水道事業特別会計簡易水道事業を追加。

○嘉島町社会教育委員条例の制定について
・法律の一部改正に伴い、委員の委嘱基準、委員定
数を12名、任期を2年と定めること。

○嘉島町総合運動公園多目的競技場の設置及
び管理に関する条例の制定について
・嘉島町総合運動公園多目的競技場の完成に伴い、
使用にあたっての許可や使用料を定めること。

○嘉島町ひとり親家庭医療助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・法改正に伴い、医療助成の定義の文中に「養父母を含む」の文言を追加。

○嘉島町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
　・消費税法の引き上げに伴い、下水道使用料の額を改定。

○嘉島町町道の路線廃止について
　・上島地区2号線及び測道西線の2路線で、道路改良より町道延長のための一旦廃止。

○嘉島町町道の路線認定について
・一旦廃止した上島地区2号線及び測道西線を改良延長したための認定、総合運動公園線及び三郎無田地区農
道を新たに認定。

○熊本県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の一部変更について
・高遊原南消防署が熊本県市町村総合事務組合から脱退するため、組合を組織する地方公共団体及び組合の共
同処理する事務から削除。

○平成25年度 嘉島町一般会計補正予算（第6号）
・既定の予算から1,616万円を減額し、歳入歳出総額を50億5,551万円としたもの。

○平成25年度嘉島町一般会計補正予算（第7号）
・上水道整備事業3,273万7千円を繰越明許費に追加。

○平成25年度 嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
・既定の予算から357万6千円を減額し、歳入歳出総額を10億9,574万円としたもの。

○平成25年度 嘉島町介護保険特別会計補正予算（第4号）
・既定の予算から651万円を減額し、歳入歳出総額を7億160万5千円としたもの。

○平成25年度 嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第4号）
・既定の予算から651万円を減額し、歳入歳出総額を7億160万5千円としたもの。

○平成25年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
・既定の予算から467万8千円を減額し、歳入歳出総額を1億250万3千円としたもの。

○平成26年度 嘉島町一般会計予算
・歳入歳出それぞれ35億8,294万2千円、前年度に比べ12億4,740万2千円（25.8％）の減。

○平成26年度 嘉島町国民健康保険特別会計予算
・歳入歳出それぞれ10億6,950万5千円、前年度に比べ199万2千円（25.8％）の減。

○平成26年度 嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計予算
・歳入歳出それぞれ35万1千円、前年度に比べ2万円（5.4％）の減。

○平成26年度 嘉島町介護保険特別会計予算
・歳入歳出それぞれ6億7,493万2千円、前年度に比べ42万4千
円（0.1％）の減。

○平成26年度 嘉島町公共下水道事業特別会計予算
・歳入歳出それぞれ2億9,754万3千円、前年度に比べ2億
9,754万3千円（34.8％）の減。

○平成26年度 嘉島町後期高齢者医療特別会計予算
・歳入歳出それぞれ1億576万円、前年度に比べ51万4千円
（0.5％）の増。

○平成26年度 嘉島町簡易水道事業特別会計予算
・今年度新たに設けた特会計であり、歳入歳出それぞれ7,888万9千円を計上。

国民健康保険

特 

別 

会 

計

住宅資金貸付等

介護保健

公共下水道事業

簡易水道事業

後期高齢者医療

一般会計

会計名

単位：千円

※簡易水道事業は今年度から新たに設けた特別会計で、東部台地区画整理事業区域
等において上水道を整備するものです。

1,069,505

351

674,932

557,089

78,889

105,760

3,582,942

歳入歳出総額
26年度

1,071,502

371

675,356

854,632

―    
105,246

4,830,344

歳入歳出総額
25年度

 

1,997

△20

△424

△297,543

78,889

514

△1,247,402

前年比

平成26年　第１回

3月定例会
3月7日～3月11日

　条例改正、議決事件、

補正予算及び26年度当

初予算など22議案が提

案され原案どおり可決し

ました。

嘉島町総合運動公園多目的競技場

簡易水道水源地　さく井現場：井寺区内
こと。

2

別会計予算
歳出そ 千

計予算
それぞれ7,888万9

3
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現
在
、
農
業
を
営
ま
れ

て
い
る
多
数
の
方
々
は
高

齢
で
あ
り
ま
す
。
本
来
で

あ
れ
ば
若
い
世
代
が
農
業

を
営
む
こ
と
が
理
想
で
す

が
、
今
後
も
難
し
い
課
題

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
農
作
業
を
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
、

安
全
対
策
と
し
て
、
農
機

具
な
ど
の
作
業
時
に
お
け

る
転
倒
抑
制
の
昇
降
路
改

築
や
農
業
用
排
水
路
管
理

の
負
担
軽
減
が
出
来
な
い

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
、
各
地
区

に
お
い
て
水
路
整
備
や
農

道
整
備
な
ど
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
予
算
の
関
係
上

進
行
が
速
い
と
は
思
え
な

い
と
感
じ
ま
す
。
も
っ
と

後
押
し
が
出
来
な
い
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

転
倒
抑
制
の
た
め
の
昇

降
路
改
築
に
つ
い
て
は
、

土
地
改
良
区
な
ど
が
進
入

路
の
危
険
個
所
の
改
修
を

実
施
さ
れ
れ
ば
、
町
産
業

振
興
事
業
補
助
金
交
付
規

則
に
よ
り
、
補
助
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
に
は
、

今
後
、
県
・
農
協
と
も
協

力
し
、
農
作
業
事
故
防
止

の
た
め
の
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
農

家
の
方
々
に
も
慎
重
な
圃

場
へ
の
出
入
り
や
ト
ラ
ク

タ
ー
に
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ

レ
ー
ム
を
取
り
付
け
る
な

ど
の
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

負
担
軽
減
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
営
土
地
改
良
事

業
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
場

合
は
、
土
地
改
良
区
と
も

協
力
し
て
、
環
境
面
だ
け

で
な
く
用
排
水
路
の
管
理

負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
配

慮
さ
れ
る
よ
う
、
施
工
実

施
者
で
あ
る
県
に
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
農
家
な
ど

で
組
織
す
る
活
動
組
織
が

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
農

地
・
水
保
全
管
理
支
払
が

見
直
さ
れ
、
平
成
26
年
度

か
ら
は
農
業
の
多
面
的
機

能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る

た
め
の
共
同
活
動
を
支
援

す
る
多
面
的
機
能
支
払
に

変
更
と
な
り
ま
す
が
、
負

担
割
合
は
国
1
／
2
、
県

と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
1
／
4

と
な
っ
て
お
り
、
交
付
単

価
も
増
額
と
な
り
ま
す
の

で
、
さ
ら
な
る
後
押
し
と

共
に
、
土
地
改
良
区
が
実

施
さ
れ
る
土
地
改
良
事
業

な
ど
も
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

答

答

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

に
伴
う
、
農
作
業
の
負

担
軽
減
及
び
安
全
対
策

に
つ
い
て

農
政
課
長

　

問

問

宮
本 

睦
生
議
員

　

本
事
業
の
認
可
が
予
定

で
は
間
近
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
を
要
す
る
国
と
の
協

議
も
終
わ
り
、
具
体
的
に
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
、
ま
た

認
可
後
の
計
画
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

現
在
、
事
業
計
画
を
法
律

の
規
定
に
従
い
公
告
縦
覧

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
県
に
事
業
認
可
申

請
を
行
い
、
4
月
後
半
の
熊

本
県
農
業
会
議
に
諮
り
、
県

の
決
裁
を
経
て
5
月
中
旬

頃
に
認
可
が
取
得
で
き
る

見
込
み
で
す
。た
だ
し
、
も

し
意
見
書
が
提
出
さ
れ
る

と
、
県
の
都
市
計
画
審
議
会

に
諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

認
可
が
さ
ら
に
遅
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。現
在
は
事

業
認
可
の
前
に
進
め
ら
れ

る
作
業
を
順
次
行
っ
て
お

り
、
地
区
界
測
量
、
基
本
設

計
、
換
地
設
計
準
備
な
ど
は

3
月
末
に
完
了
の
見
込
み

で
中
で
も
未
相
続
の
土
地

の
相
続
人
調
査
や
、
土
地
台

帳
と
字
図
が
合
わ
な
い
い

わ
ゆ
る
不
突
合
箇
所
の
処

理
を
重
点
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。認
可
後
は
、
区
画
整

理
審
議
会
や
評
価
委
員
会

を
組
織
し
、
仮
換
地
設
計
と

仮
換
地
指
定
を
行
い
、
同
時

に
道
路
や
調
整
池
な
ど
の

詳
細
設
計
な
ど
を
進
め
、
仮

換
地
指
定
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
さ
れ
れ
ば
、
平
成
27
年
度

か
ら
の
着
工
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
節
目
が
く
れ
ば
、

住
民
説
明
会
な
ど
を
順
次

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
頭
遺
跡
残
り
の

1
筆
の
調
査
を
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
は
す
ぐ
終
わ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
内
野
遺
跡
は

い
つ
か
ら
始
め
、
い
つ
終
わ

る
予
定
な
の
か
。ま
た
、
調

査
回
避
は
出
来
な
い
の
か

伺
い
た
い
。

　

町
頭
遺
跡
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
調
査
中
の
北
側
部

分
を
今
月
中
に
埋
め
戻
し

て
終
了
し
、
引
き
続
き
南
側

の
調
査
に
着
手
い
た
し
ま

し
て
、
7
月
を
め
ど
に
終
了

さ
せ
る
予
定
で
す
。内
野
遺

跡
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
月

中
に
着
手
し
集
団
転
作
の

大
豆
の
作
付
時
期
、
及
び
未

承
諾
の
調
査
区
な
ど
を
調

整
し
な
が
ら
概
ね
平
成
28

年
度
に
は
、
全
体
の
発
掘
調

査
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

調
査
回
避
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
説
明
致
し
ま

し
た
よ
う
に
、
県
文
化
課
と

の
協
議
に
よ
り
、
造
成
工
事

の
盛
土
に
よ
り
遺
跡
が
保

護
さ
れ
る
場
合
や
遺
跡
に

影
響
を
与
え
な
い
程
度
の

切
土
の
場
合
は
、
調
査
回
避

が
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
約

18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遺
跡
の
う

ち
約
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い

て
は
調
査
回
避
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

東
部
台
地
開
発
事
業
の

許
認
可
、
許
認
可
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
社
会
教
育
課
長

答
建
設
課
長

　
問

遺
跡
発
掘
調
査
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か

問

河
原 　

泉
議
員

鍋
田 　

平
議
員

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、消
防
団
員
の
召
集
や
地

震
や
風
水
害
と
い
っ
た
災
害

時
の
避
難
情
報
、行
方
不
明

者
の
捜
索
情
報
等
緊
急
か

つ
必
要
性
の
高
い
情
報
を
い

ち
早
く
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
18
か
所

に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。風
向
き
や
機
密
性

に
よ
っ
て
聞
こ
え
に
く
い
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

毎
年
、業
者
に
よ
る
点
検
調

整
を
お
こ
な
い
、町
内
全
地

域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

非
常
事
態
発
生
時
は
携
帯

電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、固

定
電
話
は
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス
も
運
用
し
て
い
ま
す
の

で
、１
台
10
万
円
以
上
す
る

個
別
受
信
機
は
予
算
上
困

難
で
、
聞
こ
え
に
く
い
と

い
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
野
外

ス
ピ
ー
カ
ー
を
増
設
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

嘉
島
保
育
園
は
待
機
児

童
解
消
の
た
め
コ
コ
ス
ト
ア

の
南
側
に
第
２
園
舎
増
設

さ
れ
、第
１
園
舎
と
の
間
を

行
き
来
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、園
舎
の
間

に
町
道
が
通
っ
て
お
り
、終

日
大
型
車
両
を
含
む
通
行

量
が
多
く
、道
路
を
横
断
す

る
の
は
非
常
に
危
険
な
状

況
下
で
あ
り
、嘉
島
保
育
園

か
ら
も
信
号
機
の
設
置
要

望
等
が
あ
っ
て
お
り
、園
児

や
園
関
係
者
の
安
全
確
保

と
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
が
早

急
に
必
要
だ
と
考
え
、既
に

御
船
警
察
署
に
、安
全
に
横

断
で
き
る
よ
う
、手
押
し
式

信
号
機
の
設
置
を
要
望
し

熊
本
県
公
安
委
員
会
へ
の
上

申
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
の
交
通
安
全
教
育

及
び
園
児
等
に
も
安
全
教

育
を
行
い
、交
通
事
故
の
未

然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

下
水
道
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、文
章
に
よ
る
工
事

区
域
と
受
注
者
の
お
知
ら

せ
の
み
で
、事
前
説
明
会
を

省
略
し
て
お
り
、今
後
は
地

区
の
工
事
前
に
説
明
会
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。町

道
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
要
望
等
を
も
と
に

進
め
て
い
ま
す
。用
地
等
も

絡
む
こ
と
に
よ
り
地
権
者

の
説
明
会
を
行
い
工
事
前

に
は
地
権
者
に
文
章
を
も
っ

て
お
知
ら
せ
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。工
事
は
出
来
る
だ

け
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
努
力
し
ま
す
が
、掘
削
等

で
迂
回
し
て
頂
か
な
い
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
個
別

受
信
機
を
聞
こ
え
に
く

い
と
こ
ろ
や
希
望
者
に

設
置
し
て
ほ
し
い

問
嘉
島
保
育
園
の
送
迎
等

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

総
務
課
長

答
総
務
課
長

問
下
水
道
、町
道
の
新
設
・

廃
止
等
の
公
共
工
事
の

事
前
説
明
に
つ
い
て

答
建
設
課
長

　
主な議会活動（平成26年2月から平成26年3月まで）

東京都
（国会議員会館）

九州中央自動車道建設促進提言活動（議長）
2月  4 日
～5日まで

大分県九重町嘉島町議会議員全体研修会 (全議員 )
2月 12日
～13日まで

組合会議室御船地区衛生施設組合議会第1回定例会 (本田・住田 )2月 17 日
監査委員室例月現金出納検査（川上）2月 18日
熊本市自治会館第64回熊本県町村議会議長会定期総会 (議長 )2月 18日
上益城地域振興局第4回熊本中央広域事務協議会（議長・木下）2月 19日
組合事務所益城、嘉島、西原環境衛生施設組合第１回定例会（木下・岡）2月 21日
益城町文化会館益城町制60周年記念式典（議長）2月 22日
広域連合事務所上益城広域連合議会定例会 (議長・副議長 )2月 25 日
組合事務所上益城消防組合臨時会（津出・宮本）2月 25日
役場庁議室議会運営委委員会2月 26日
大会議室嘉島町総合計画審議会（木田・河原・川上・木下・住田）3月 4日

役場議会議場嘉島町議会平成26年第 1回定例会
3月 7日
～11日まで

嘉島中学校中学校卒業式 (全議員 )3月　8日
嘉島町民会館町民会館落成式記念式典（全議員）3月 16日
監査委員室例月現金出納検査（川上）3月 18日

監査委員室広報特別委員会（第11号・第 1回～5回編集会議）
3月 18日～
4月 30日

嘉島幼稚園幼稚園卒園式 (全議員 )3月 19日
東西小学校東西小学校卒業式 (全議員 )3月 20日
嘉島町民会館九州横断自動車道延岡線、嘉島ＪＣＴ～小池高山 IC開通式典 (議長 )3月 22日
嘉島保育園嘉島保育園第2園舎落成式 (議長 )3月 23日
熊本市自治会館熊本県監査委員定期総会 (川上 )3月 25日

場所等項　　　目月　日

るお明後明ます
。町

い
て
は
、

る
工
事

る
工
事

お
知
ら

明
会
を

後
は
地

明
会
を町

4

嘉島ＪＣＴ 小池高山 IC 開通
( 議長
川上 )

通Ｔ 小池高山 IC 開通
)

5
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現
在
、
農
業
を
営
ま
れ

て
い
る
多
数
の
方
々
は
高

齢
で
あ
り
ま
す
。
本
来
で

あ
れ
ば
若
い
世
代
が
農
業

を
営
む
こ
と
が
理
想
で
す

が
、
今
後
も
難
し
い
課
題

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
農
作
業
を
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
、

安
全
対
策
と
し
て
、
農
機

具
な
ど
の
作
業
時
に
お
け

る
転
倒
抑
制
の
昇
降
路
改

築
や
農
業
用
排
水
路
管
理

の
負
担
軽
減
が
出
来
な
い

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
在
、
各
地
区

に
お
い
て
水
路
整
備
や
農

道
整
備
な
ど
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
予
算
の
関
係
上

進
行
が
速
い
と
は
思
え
な

い
と
感
じ
ま
す
。
も
っ
と

後
押
し
が
出
来
な
い
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

転
倒
抑
制
の
た
め
の
昇

降
路
改
築
に
つ
い
て
は
、

土
地
改
良
区
な
ど
が
進
入

路
の
危
険
個
所
の
改
修
を

実
施
さ
れ
れ
ば
、
町
産
業

振
興
事
業
補
助
金
交
付
規

則
に
よ
り
、
補
助
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
に
は
、

今
後
、
県
・
農
協
と
も
協

力
し
、
農
作
業
事
故
防
止

の
た
め
の
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
農

家
の
方
々
に
も
慎
重
な
圃

場
へ
の
出
入
り
や
ト
ラ
ク

タ
ー
に
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ

レ
ー
ム
を
取
り
付
け
る
な

ど
の
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

負
担
軽
減
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
営
土
地
改
良
事

業
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
場

合
は
、
土
地
改
良
区
と
も

協
力
し
て
、
環
境
面
だ
け

で
な
く
用
排
水
路
の
管
理

負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
配

慮
さ
れ
る
よ
う
、
施
工
実

施
者
で
あ
る
県
に
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
農
家
な
ど

で
組
織
す
る
活
動
組
織
が

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
農

地
・
水
保
全
管
理
支
払
が

見
直
さ
れ
、
平
成
26
年
度

か
ら
は
農
業
の
多
面
的
機

能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る

た
め
の
共
同
活
動
を
支
援

す
る
多
面
的
機
能
支
払
に

変
更
と
な
り
ま
す
が
、
負

担
割
合
は
国
1
／
2
、
県

と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
1
／
4

と
な
っ
て
お
り
、
交
付
単

価
も
増
額
と
な
り
ま
す
の

で
、
さ
ら
な
る
後
押
し
と

共
に
、
土
地
改
良
区
が
実

施
さ
れ
る
土
地
改
良
事
業

な
ど
も
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

答

答

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

に
伴
う
、
農
作
業
の
負

担
軽
減
及
び
安
全
対
策

に
つ
い
て

農
政
課
長

　

問

問

宮
本 

睦
生
議
員

　

本
事
業
の
認
可
が
予
定

で
は
間
近
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
を
要
す
る
国
と
の
協

議
も
終
わ
り
、
具
体
的
に
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
、
ま
た

認
可
後
の
計
画
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

現
在
、
事
業
計
画
を
法
律

の
規
定
に
従
い
公
告
縦
覧

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
県
に
事
業
認
可
申

請
を
行
い
、
4
月
後
半
の
熊

本
県
農
業
会
議
に
諮
り
、
県

の
決
裁
を
経
て
5
月
中
旬

頃
に
認
可
が
取
得
で
き
る

見
込
み
で
す
。た
だ
し
、
も

し
意
見
書
が
提
出
さ
れ
る

と
、
県
の
都
市
計
画
審
議
会

に
諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

認
可
が
さ
ら
に
遅
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。現
在
は
事

業
認
可
の
前
に
進
め
ら
れ

る
作
業
を
順
次
行
っ
て
お

り
、
地
区
界
測
量
、
基
本
設

計
、
換
地
設
計
準
備
な
ど
は

3
月
末
に
完
了
の
見
込
み

で
中
で
も
未
相
続
の
土
地

の
相
続
人
調
査
や
、
土
地
台

帳
と
字
図
が
合
わ
な
い
い

わ
ゆ
る
不
突
合
箇
所
の
処

理
を
重
点
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。認
可
後
は
、
区
画
整

理
審
議
会
や
評
価
委
員
会

を
組
織
し
、
仮
換
地
設
計
と

仮
換
地
指
定
を
行
い
、
同
時

に
道
路
や
調
整
池
な
ど
の

詳
細
設
計
な
ど
を
進
め
、
仮

換
地
指
定
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
さ
れ
れ
ば
、
平
成
27
年
度

か
ら
の
着
工
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
節
目
が
く
れ
ば
、

住
民
説
明
会
な
ど
を
順
次

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
頭
遺
跡
残
り
の

1
筆
の
調
査
を
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
は
す
ぐ
終
わ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
内
野
遺
跡
は

い
つ
か
ら
始
め
、
い
つ
終
わ

る
予
定
な
の
か
。ま
た
、
調

査
回
避
は
出
来
な
い
の
か

伺
い
た
い
。

　

町
頭
遺
跡
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
調
査
中
の
北
側
部

分
を
今
月
中
に
埋
め
戻
し

て
終
了
し
、
引
き
続
き
南
側

の
調
査
に
着
手
い
た
し
ま

し
て
、
7
月
を
め
ど
に
終
了

さ
せ
る
予
定
で
す
。内
野
遺

跡
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
月

中
に
着
手
し
集
団
転
作
の

大
豆
の
作
付
時
期
、
及
び
未

承
諾
の
調
査
区
な
ど
を
調

整
し
な
が
ら
概
ね
平
成
28

年
度
に
は
、
全
体
の
発
掘
調

査
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

調
査
回
避
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
説
明
致
し
ま

し
た
よ
う
に
、
県
文
化
課
と

の
協
議
に
よ
り
、
造
成
工
事

の
盛
土
に
よ
り
遺
跡
が
保

護
さ
れ
る
場
合
や
遺
跡
に

影
響
を
与
え
な
い
程
度
の

切
土
の
場
合
は
、
調
査
回
避

が
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
約

18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遺
跡
の
う

ち
約
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い

て
は
調
査
回
避
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

東
部
台
地
開
発
事
業
の

許
認
可
、
許
認
可
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
社
会
教
育
課
長

答
建
設
課
長

　
問

遺
跡
発
掘
調
査
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か

問

河
原 　

泉
議
員

鍋
田 　

平
議
員

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

は
、消
防
団
員
の
召
集
や
地

震
や
風
水
害
と
い
っ
た
災
害

時
の
避
難
情
報
、行
方
不
明

者
の
捜
索
情
報
等
緊
急
か

つ
必
要
性
の
高
い
情
報
を
い

ち
早
く
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
18
か
所

に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。風
向
き
や
機
密
性

に
よ
っ
て
聞
こ
え
に
く
い
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

毎
年
、業
者
に
よ
る
点
検
調

整
を
お
こ
な
い
、町
内
全
地

域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

非
常
事
態
発
生
時
は
携
帯

電
話
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、固

定
電
話
は
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス
も
運
用
し
て
い
ま
す
の

で
、１
台
10
万
円
以
上
す
る

個
別
受
信
機
は
予
算
上
困

難
で
、
聞
こ
え
に
く
い
と

い
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
野
外

ス
ピ
ー
カ
ー
を
増
設
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

嘉
島
保
育
園
は
待
機
児

童
解
消
の
た
め
コ
コ
ス
ト
ア

の
南
側
に
第
２
園
舎
増
設

さ
れ
、第
１
園
舎
と
の
間
を

行
き
来
す
る
機
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、園
舎
の
間

に
町
道
が
通
っ
て
お
り
、終

日
大
型
車
両
を
含
む
通
行

量
が
多
く
、道
路
を
横
断
す

る
の
は
非
常
に
危
険
な
状

況
下
で
あ
り
、嘉
島
保
育
園

か
ら
も
信
号
機
の
設
置
要

望
等
が
あ
っ
て
お
り
、園
児

や
園
関
係
者
の
安
全
確
保

と
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
が
早

急
に
必
要
だ
と
考
え
、既
に

御
船
警
察
署
に
、安
全
に
横

断
で
き
る
よ
う
、手
押
し
式

信
号
機
の
設
置
を
要
望
し

熊
本
県
公
安
委
員
会
へ
の
上

申
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
の
交
通
安
全
教
育

及
び
園
児
等
に
も
安
全
教

育
を
行
い
、交
通
事
故
の
未

然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

下
水
道
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、文
章
に
よ
る
工
事

区
域
と
受
注
者
の
お
知
ら

せ
の
み
で
、事
前
説
明
会
を

省
略
し
て
お
り
、今
後
は
地

区
の
工
事
前
に
説
明
会
を

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。町

道
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
要
望
等
を
も
と
に

進
め
て
い
ま
す
。用
地
等
も

絡
む
こ
と
に
よ
り
地
権
者

の
説
明
会
を
行
い
工
事
前

に
は
地
権
者
に
文
章
を
も
っ

て
お
知
ら
せ
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。工
事
は
出
来
る
だ

け
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
努
力
し
ま
す
が
、掘
削
等

で
迂
回
し
て
頂
か
な
い
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
個
別

受
信
機
を
聞
こ
え
に
く

い
と
こ
ろ
や
希
望
者
に

設
置
し
て
ほ
し
い

問
嘉
島
保
育
園
の
送
迎
等

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

総
務
課
長

答
総
務
課
長

問
下
水
道
、町
道
の
新
設
・

廃
止
等
の
公
共
工
事
の

事
前
説
明
に
つ
い
て

答
建
設
課
長

　
主な議会活動（平成26年2月から平成26年3月まで）

東京都
（国会議員会館）

九州中央自動車道建設促進提言活動（議長）
2月  4 日
～5日まで

大分県九重町嘉島町議会議員全体研修会 (全議員 )
2月 12日
～13日まで

組合会議室御船地区衛生施設組合議会第1回定例会 (本田・住田 )2月 17 日
監査委員室例月現金出納検査（川上）2月 18日
熊本市自治会館第64回熊本県町村議会議長会定期総会 (議長 )2月 18日
上益城地域振興局第4回熊本中央広域事務協議会（議長・木下）2月 19日
組合事務所益城、嘉島、西原環境衛生施設組合第１回定例会（木下・岡）2月 21日
益城町文化会館益城町制60周年記念式典（議長）2月 22日
広域連合事務所上益城広域連合議会定例会 (議長・副議長 )2月 25 日
組合事務所上益城消防組合臨時会（津出・宮本）2月 25日
役場庁議室議会運営委委員会2月 26日
大会議室嘉島町総合計画審議会（木田・河原・川上・木下・住田）3月 4日

役場議会議場嘉島町議会平成26年第 1回定例会
3月 7日
～11日まで

嘉島中学校中学校卒業式 (全議員 )3月　8日
嘉島町民会館町民会館落成式記念式典（全議員）3月 16日
監査委員室例月現金出納検査（川上）3月 18日

監査委員室広報特別委員会（第11号・第 1回～5回編集会議）
3月 18日～
4月 30日

嘉島幼稚園幼稚園卒園式 (全議員 )3月 19日
東西小学校東西小学校卒業式 (全議員 )3月 20日
嘉島町民会館九州横断自動車道延岡線、嘉島ＪＣＴ～小池高山 IC開通式典 (議長 )3月 22日
嘉島保育園嘉島保育園第2園舎落成式 (議長 )3月 23日
熊本市自治会館熊本県監査委員定期総会 (川上 )3月 25日

場所等項　　　目月　日

るお明後明ます
。町

い
て
は
、

る
工
事

る
工
事

お
知
ら

明
会
を

後
は
地

明
会
を町

4

嘉島ＪＣＴ 小池高山 IC 開通
( 議長
川上 )

通Ｔ 小池高山 IC 開通
)
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嘉島町議会だより第11号嘉島町議会だより第11号 全 員 協 議 会 一部事務組合議会報告

上益城消防組合議会
議会報告　平成26年　第1回　定例議会（平成26年1月27日開催）

※新しい消防庁舎の危機管理システム（デジタル）の入札があり¥872,100,000で承認されました。

　3議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

　3議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

議会報告　平成26年　第1回　定例議会（平成26年2月21日開催）

・各町の負担金推移

・各町の負担金推移

・各町の負担金推移

・各町の負担金推移

（千円）

（千円）

（千円）

（千円）

219,001 155,727 302,542 800,120122,850平成25年負担金

242,060 172,672 340,920 891,761136,109平成26年負担金

御船町 甲佐町 山都町 計嘉島町町　　　名

51,380 46,779 42,277 176,70036,264平成25年負担金

51,800 47,605 39,147 172,58634,034平成26年負担金

御船町 甲佐町 益城町 計嘉島町町　　　名

12,980 10,558 18,624 14,532 65,4048,710平成25年負担金

12,937 10,548 18,788 14,407 65,4048,724平成26年負担金

御船町 甲佐町 益城町 山都町 計嘉島町町　　　名

223,071 70,595 373,54279,876平成25年負担金

206,955 71,728 360,47981,796平成26年負担金

益城町 西原村 計嘉島町町　　　名

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合議会

　4議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

議会報告　平成26年　第1回　定例議会（平成26年2月17日開催）

御船地区衛生施設組合議会

　3議案が提案され、原案のとおりに可決されました。

議会報告　平成26年　第1回　定例議会（平成26年2月25日開催）

上益城広域連合議会

　去る3月11日、3月定例議会閉会後、11

名の全議員出席のもと、全員協議会が開

催されました。今回は以前から協議されて

いた「ごみ」及び「し尿等」の「広域処理基

本方針」（基本計画）が「熊本中央広域事

務協議会」まとめられたことを受けての事

項と26年度3月定例議会広報誌面（紙面）

のあり方について、各々協議されました。

⑴「ごみ」及び「し尿等」の処理について
　荒木町長より「熊本中央広域事務協議会」での「広域処理基本方針」（基本計画）が出来たことで、全

議員にこれからの方針等の共通理解をとの事で主要な事項について話しがあり、その後担当課の建設課

長より、次のような内容説明がありました。

　郡内では、現在、益城町・嘉島町・西原村の「ごみ」処理は益城、嘉島、西原環境衛生施設組合で処理、

また御船町・甲佐町の「ごみ」処理は御船、甲佐衛生施設組合の処理施設で処理されている。また、し尿

処理は、御船地区衛生施設組合（益城町・嘉島町・御船町・甲佐町）で行われている。なお、西原村の「し

尿処理」は阿蘇広域行政事務組合施設で行われている。これらの施設はいずれも老朽化の為、更新を迎

える時期であることを踏まえて、5町3組合は平成25年4月「熊本中央広域事務協議会」を設置し、平成37

年4月を新たな処理施設の稼働目標とするスケジュール（案）を立案し、「広域化処理の整備」及び「新組

合の統合」を進められたことの説明がありました。なお、平成26年度から協議会に山都町が加入し、3組

合と6町村で、一般廃棄物処理施設整備計画作成等が行われることになります。

※今後も必要に応じて進捗状況を全員協議会へ説明報告されます。

⑵火葬場について
　将来的には各々の現施設の老朽化等により、建替えの必要性が生じた場合に新たな施設整備の検討を

行うものとすることとなっています。

以上、「ごみ」及び「し尿等」の「広域処理基本計画」の概要の説明を受けました。

⑶平成26年3月定例議会等の議会広報誌について
　本年度は経費節約のため、従来までのオールカラーで紙面を作成していましたが、今回編集分より表裏

の2面のみをオールカラーとし、その外は2色で編集し、ページ数は8～12ページとして発行することと

なったことが了承されました。

「ごみ」及び「し尿等」の「広域処理基本方針」まとまる。
嘉島町議会議員全員協議会開かれる！

全員協議会

937 10,548
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経済厚生常任委員会
農地中間管理機構について自主研修

　国の今回の農政改革で、農業担い手への農地集
積・集約を推進し、農業経営の効率化を進めるた
め、農地の貸し借りにおける中間受け皿として都
道府県段階に農地中間管理機構が設立されること
になり、熊本県が、県農業公社を４月１日に指定し
ました。担い手への農地集積は、本町の農業にとっ
ても重要であり、同月４日に研修会を実施した。

　農地中間管理機構は、農地の出し手から農地を
借受け、受け手である担い手に対しまとまりのあ
る形で農地を利用できるように配慮して貸付け、貸
し付けるまでの間は、管理機構が農地として管理し、その業務の一部を市町村に業務委託することになる
と、町農政課から説明を受けた。

　しかし、管理機構が担い手に、まとまりのある形で農地を利用できるよう配慮して貸し付けるので、これ
までよりも担い手への農地集積は進むが、出し手がいなければ農地集積は進まないことから、更なる行政
サイドの支援を要望した。

　説明後、昨年度に全国優良経営体表彰で農林水産省
経営局長賞を受賞された下六嘉の（株）藤瀬農園に出
向き、トマト栽培ハウスを視察。藤瀬農園は、藤瀬ご夫
妻と二人の後継者で、施設野菜（ミニトマト）と土地利
用型作物（米・麦・大豆）を組み合わせた大規模複合経
営により、安定的高所得の経営を実現され、無化学肥
料・減農薬による土づくりやパソコンを利用した生産
管理などに取り組まれており、このような先進的な農
家が町内に増えていくことを願い、研修を終えた。

　平成26年4月10日（木）に子供たちの学習環境などに
ついて研修を行いました。

総務常任委員会研修

建設常任委員会町内公共工事現場視察

研修者　川上委員長　宮本副委員長　津出委員　木田委員
行政側　竹田西小学校長　中村学校教育課長　西本学校教育係

研修報告　私たちの町は今後、多様な面での発展が進んでいくと共に、人口増加を伴います。当然ながら将来を
担う子ども達の環境面（教育）での整備に遅れがあってはならず、議会としても執行部（行政）と協力
し合いよりよい町づくりに努力しなければならないと痛感しました。

　平成26年4月3日(木)建設常任委員3名は総合運
動公園グラウンド、町道上六嘉大六橋線交差点及び
下水道工事箇所の進捗状況の視察を行った。

　総合運動公園グラウンドは人工芝生と青色のト
ラックが鮮やかでサッカー及び徒競走する環境と子
供さんが楽しく遊べる大型遊具が整備された。

　また、町道上六嘉大六橋線交差点は右折改修工
事が完了したことによる朝夕の混雑解消が期待され
る。

　　もっとも地域の皆様に迷惑を掛けている下水道
工事も順調に進捗していた。

今後も更に建設常任委員会として公共工事現場の視
察を行い「住みよい」まちづくりに貢献していきます。

【質問】　消費税増税に伴う給食費は？
【回答】　学校給食センター運営委員会において検討協議し、次のとおり増額としました。

【質問】　幼稚園の入園料・授業料・定員数及び現状は？
【回答】　入園料　1,000円　　　　授業料　　4,000円

幼稚園

小学校

中学校

1食単価

195円

230円

260円

月額

3,100円

3,900円

4,400円

平成25年度（今まで）

3歳児

35人

35人

4歳児

35人

33人

5歳児

35人

34人

合計

105人

102人

幼稚園の入園定員数

現在園児数（4月10日現在）

平成26年度（これから）

1食単価

200円

240円

270円

月額

3,200円

4,000円

4,500円

【質問】　西小学校は今後、児童数増加が見込まれる
　　　　　ため、対策は？
【回答】　今後の対策としては、今年中に校舎増築に伴
　　　　　う設計を、次年度以降に校舎増築を計画して
　　　　　います。

総合運動公園遊具

町道上六嘉大六橋線交差点

注　幼稚園に入園できる幼児は、嘉島町在住の3歳から小学校就学の始期に達するまで。

研修者　木下委員長　富山副委員長　岡委員　河原委員

研修者　住田委員長　鍋田副委員長　本田委員

農政課長から説明

（株）藤瀬農園

西小学校校長室
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議会を見に来ませんか

　

五
月
の
空
に
元
気
に
お
よ
ぐ
鯉
の

ぼ
り
、
ま
さ
し
く
大
き
な
滝
を
の
ぼ

り
ゆ
く
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
嘉

島
町
の
将
来
を
担
う
で
あ
ろ
う
こ
ど

も
さ
ん
達
が
鯉
に
負
け
じ
と
元
気
よ

く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
一

人
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
津
出
）

　

嘉
島
町
は
宝
の
山
『
何
で
も
あ
る

地
域
』
だ
。
お
金
で
買
え
な
い
お
い

し
い
地
下
水
や
自
然
、
人
情
味
あ
ふ

れ
る
嘉
島
の
人
た
ち
。
そ
れ
を
ど
う

生
か
す
か
は
私
達
の
知
恵
と
手
腕
次

第
で
も
あ
る
。
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ

と
光
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
）

　

議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
町
民
の
方

が
、
増
え
て
き
ま
し
た
。
毎
回
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
町
の
方
針

動
き
が
よ
く
解
る
と
思
い
ま
す
。
傍

聴
者
の
方
々
の
お
顔
を
拝
見
し
質
問

に
も
力
が
入
り
ま
す
。　
　
（
河
原
）

　

今
年
は
気
温
の
寒
暖
差
が
激
し
い

よ
う
で
す
。
健
康
管
理
に
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
鍋
田
）

　

最
近
、
近
所
で
子
供
の
声
が
よ
く

聞
こ
え
て
喜
ば
し
い
な
〜
っ
て
感
じ

て
い
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て

欲
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
（
宮
本
）

委 

員 

長 

津
出
悦
男

副
委
員
長 

岡　

牧
生

委 　

 

員 

河
原　

泉

委 　

 

員 

鍋
田　

平

委 　

 

員 

宮
本
睦
生

発
行
責
任
者
／
議
長　

木
田　

勝

傍聴席

自
主
的
な
住
民
参
加
の

行
政
啓
発
の
一
端
に

渕
上　

昭
六
（
西
村
）

「
声
」

　

個
人
的
に
も
議
会
だ
よ
り
の
発
刊
に
よ

る
、活
性
化
を
期
待
し
て
い
る
住
民
の
一
人
で

す
。先
月
の
熊
日
新
聞
記
事
に
、『
住
民
票
や

戸
籍
の
不
正
取
得
が
全
国
的
に
後
を
絶
た
な

い
中
、先
行
す
る
大
分
市
の
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
本
を
弁
護
士
な
ど
本
人
以
外
の

第
三
者
に
交
付
し
た
市
町
村
が
、本
人
に
交

付
の
事
実
を
通
知
す
る「
本
人
通
知
制
度
」

が
個
人
情
報
悪
用
の
抑
止
力
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。県
内
で
も
12
年
、司
法
書
士
が

「
不
動
産
登
記
の
た
め
」と
偽
り
、戸
籍
謄
本

や
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
不
正
に
大
量
取
得

し
、民
間
調
査
会
社
に
１
件
１
万
円
で
渡
し

た
と
し
て
、業
務
停
止
２
年
間
の
懲
戒
処
分

を
受
け
た
。』こ
と
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。今

月
、高
森
町
が
県
内
で
初
導
入
す
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
生
命
、

財
産
、人
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
な
い
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
。町
民
全
員

に
関
わ
る
問
題
や
百
年
の
大
計
と
言
わ
れ
る

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、特
に
常
任
委
員
会

等
で
調
査
研
究
し
て
頂
き
、活
発
な
論
議
を

期
待
し
て
い
ま
す
。ま
た
、論
議
の
場
は
原
則

公
開
し
広
く
傍
聴
を
求
め
、そ
れ
が
町
民
の

「
声
」と
し
て
反
映
さ
れ
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

好
景
気
の
兆
し
す
ら
実
感
し
な
い
庶
民
の

生
活
に
は
、高
負
担
、増
税
だ
け
が
肌
身
に
実

感
し
ま
す
。殊
更
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、町
財

政
の
予
算
の
殆
ど
が
町
民
一
人
ひ
と
り
の
担

税
能
力
に
応
じ
て
徴
収
さ
れ
る「
浄
財
」其
の

物
で
あ
り
、ガ
ラ
ス
張
り
で
有
効
活
用
を
願

う
者
の
一
人
で
す
。

次の定例議会は、6月に開催予定です。

・傍聴人受付簿に傍聴年月日、住所、氏名年齢を記入するだけです。
・議会当日又は事前に申し込むこともできます。
・傍聴できる定員は16名です。
その他、議会に関することは議会事務局へお尋ねください。　☎096-237-1111（代表）

議会開催場所は、嘉島町役場3階議場です。

傍聴要項
3月定例会

こ
と
さ
ら

そ

て民回のすし
質
問

河
原
）

て
頑
張

て
頑
張

（
岡
）

民
の
方

回
ご
案

の
方
針

す
。
傍

し
質
問
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